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ど
う
す
る
過
疎
集
落

元
気
出
る
取
り
組
み
早
急
に

問

問 問

市
長

市
長

市
長

　
　
　
こ
の
度
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
政

　
　
党
・
公
明
党
の
特
徴
を
活
か
し
、

地
方
議
員
と
国
会
議
員
が
一
丸
と
な

っ
て
、
地
域
活
性
化
推
進
本
部
を
設

置
し
、
全
国
的
に
過
疎
集
落
の
実
態

の
調
査
を
し
ま
し
た
。
全
国
の
２６１
の

市
町
村
、
４７６
集
落
の
住
民
有
力
者
と

行
政
担
当
者
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
高
齢
化
率
が
高
い
集
落

ほ
ど
、
小
規
模
集
落
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
過
疎
化
の
原
因
は
「
高

齢
化
」
７３.７
％
、
「
後
継
者
（
若
者
）

不
足
」
７２.３
％
、
「
農
林
水
産
業
の
衰

退
」
５４.２
％
な
ど
が
続
き
ま
す
。
課
題

に
つ
い
て
は
、
「
働
く
場
所
や
仕
事

が
な
い
」
が
６
割
を
超
え
、
「
耕
作

放
棄
地
の
増
」
「
鳥
獣
被
害
」
「
救

急
医
療
へ
の
不
安
」
な
ど
を
ほ
ぼ
半

数
の
集
落
が
挙
げ
ま
し
た
。
高
齢
化

と
雇
用
不
足
が
過
疎
の
主
な
原
因
だ

と
受
け
止
め
て
い
る
住
民
が
多
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
行
政
担
当
者
か
ら
の
調
査
で
、
人

口
１０
万
人
、
５
万
世
帯
未
満
の
中
小

市
町
村
に
過
疎
集
落
の
８
割
以
上
が

集
中
し
、
回
答
し
た
自
治
体
の
３
割

に
、
１０
年
以
内
に
消
滅
が
予
想
さ
れ

る
集
落
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
自
治
体
か
ら
期
待
さ
れ
る
も
の

は
「
交
通
・
通
信
の
整
備
」
が
最
も

高
く
、
「
産
業
の
振
興
」
・
「
医
療

福
祉
対
策
」
な
ど
と
成
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
テ
レ
ビ
や
地

方
紙
が
一
斉
に
報
道
し
ま
し
た
。

　
宍
粟
市
も
現
状
の
課
題
を
さ
ら
に

分
析
し
中
長
期
的
な
対
策
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
市
長
の
見
解
と
具
体
的

な
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
宍
粟
市
内
の
現
状
は
、

　
　
　
　
今
後
、
集
落
活
動
が
困
難

を
き
た
す
集
落
が
出
て
く
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
中
長

期
的
な
展
望
が
望
め
る
政
策
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た

し
て
い
ま
す
。

　
２０
年
度
よ
り
兵
庫
県
が
取
り
組
み

ま
す
「
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
」
と

の
連
携
、
地
域
と
の
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
更
に
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
条
例
の
活
用
も
含
め
て
、
過
疎
化
、

高
齢
化
の
集
落
に
元
気
の
出
る
取
り

組
み
を
早
急
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
地
方
再
生
対
策
費

　
　
国
の
予
算
案
に
再
生
対
策
費
が

創
設
さ
れ
た
。
宍
粟
市
は
２
億
９００
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
が
毎
年
下

　
　
　
　
が
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、

一
定
評
価
で
き
る
。
１９
年
度
の
交
付

税
の
総
額
は
約
１
億
円
の
増
と
試
算

し
て
お
り
、
貴
重
な
一
般
財
源
と
し

て
施
策
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
道
路
特
定
財
源

　
　
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る
と
税

収
減
と
事
業
に
影
響
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
交
通
手
段
を
自
動
車
に

　
　
　
　
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
宍
粟

市
に
と
っ
て
、
道
路
の
整
備
は
必
要

不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
市
に
お
い
て
幹
線
道
路
の

整
備
は
勿
論
、
生
活
道
路
に
お
い
て

も
“ま
さ
に
命
の
道
”
と
し
て
整
備

し
て
い
く
こ
と
は
市
民
の
負
託
に
答

え
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

廃
止
さ
れ
る
と
約
１
億
９
０
０
０
万

円
の
税
収
減
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
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